
科
目 目的・目標 内 容 単位 

(時間) 方法 進度 

精
神
に
障
が
い
を
も
つ
人
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
支
え
る
実
習 

＜目的＞ 

 精神に障がいをもつ

対象を理解し、対象の

反応を的確に捉え意図

的な対応や支援を展開

する能力を養う。 

 

＜目標＞ 

Ⅰ．障がいも生活を構

成する因子の一つで

あることを理解し、

人間の健康を、身体

的・精神的・社会的

な視点からとらえる

ことができる。 

 

Ⅱ．人のこころを見る

視点、その動きやス

トレスの影響、ここ

ろの防衛機制、その

危機と回復など、こ

ころのありようをめ

ぐる基本的事項を学

ぶ。 

 

Ⅲ．人格形成における、

母子関係の相互交流的

なコミュニケーション

と家族内の役割関係及

び、グループのダイナ

ミクスについて理解す

る。 

１．対象の言動を否定せずに聴き、対象をあ

りのままに受け止める。 

 

２．対象の言動の背景にある意図や願望を読

み取る。 

 

３．治療的コミュニケーション技術を活用す

る。 

 

４．プロセスレコードを記載し対象の言動・

行動の意味を振り返ることができ、対象と

の関係構築に活かす。 

 

５．自己の感情や行動の傾向に気づき自己理

解を深める。 

 

６．対象の生育歴・生活史・現在に至るまで

の情報を収集する。 

 

７．対象の精神症状の特徴を捉える。 

 

８．対象のセルフケアに焦点を当てたアセス

メントを行い、対象のセルフケアの維持・

向上を考慮した援助計画を立案し実施、評

価する。 

 

９．対象の人権を尊重について考え実施す

る。 

 

10．病院内外での社会復帰に向けた取り組み

について考える。 

 

2 90 【臨地】 

場所：星ヶ丘病院 

 

期間：10日間 

 

形態： 

・対象 1事例を受け持ち、看

護過程の展開を行う。 

 

・看護場面の再構成や、日々

のプロセスレコードカンフ

ァレンスを通して、自己の

振り返りを行う。 

 

・精神科外来、デイケア、作

業療法等を見学する。 

 

・共有会を実施し、病棟ごと

に特徴や対象に行われてい

る看護について発表し、学

びの共有を図る。 

3年次 

前期 


